
第３学年進路説明会
将来を見据え、

自分の進路を自分で決定しよう！

Ⅰ 進路決定までの流れ（概要）

Ⅱ 私立高校入試・出願方法

Ⅲ 公立高校入試・出願方法

Ⅳ 望ましい進路実現に向けて



１１月：３者面談（本人・保護者・担任）

１１～１２月：私立受験の出願

１月上旬：私立学特入試（単・併）

～２月上旬：私立一般入試（単・併）

栃木公立 特色選抜 ２/6・7

公立再募集＆私立二次募集

私立の受験校を決定します。
公立受検校もほぼ決定が望ましい

主にネットで手続き。
受験料の納入等、保護者にお願い
するものがあります。出願したら中学校へ連絡

単願は、合格したら必ず入学！
併願は、他の高校を第一希望にしている人が
受験します。

公立高校を狙うなら、ここまでに併願
合格を１つ以上取っておきたい。

実施される保証はない。
群馬県は同じ学校の再受験は×

Ⅰ 進路決定までの流れ（概要）

群馬公立 一般選抜 2/20・21
埼玉公立 一般募集 2/26・27
栃木公立 一般選抜 3/6

公立高校は、すべて単願扱い！
合格したら必ず入学！



○試験の種類（高校によって多様。種類や呼び方も異なる）

①学業特待生入試（単・併）
②推薦入試（主に単願）
③運動特待入試（主に単願）
④一般入試（単・併）

Ⅱ 私立高校入試

★結果が出た後のランクアップ入試を実施したり、
試験の成績や手続きのしかたによってスライド合格を
行う学校もあります。



「単願」と「併願」とは何か？
単願…「合格したら必ず入学する」

・「推薦入試」や「公立高校入試」も単願。

（佐日の併願推薦は例外）

Ⅱ 私立高校

併願…「合格しても入学しない選択もできる」
・「公立高校入試」を考えているなら、基本的にこちら。

・入学手続は公立高校の合格発表日まで待ってくれる。
（※その場合でも、手続き日は公立発表当日か翌日なので、
もしもの場合を想定しておく）



「単願」の留意点
① 心変わりなし！絶対入学することが前提の入試

×『やっぱり入学するのやめた』

×『別の学校にする』

② 単願入試の出願～合否発表前に、別の学校の

「単願入試」を出願することもできない。



「併願」の留意点
① ２つ以上の私立高校を受験すると、試験日程が

重なることがある。（出願前に日程を確認）

② 単願切替え合格がある学校もある。

（その場合の選択は、

Ａ：第一希望をあきらめて、この私立高校に進学

Ｂ：第一希望をあきらめず、この私立高校は不合格



＜私立高校のインターネット出願＞

校内締切の
１週間～10日前までに

校内締切厳守!!!

Ⅱ 私立・出願方法



家庭で印刷して二中に提出



私立入試後の留意点

① 単願の場合、発表後すぐに手続きの日がある。

② 併願合格の場合でも、私立高校に進学する

場合は手続きが必要。（公立発表の直後）

③ 進学先が決まっても、中学校生活を一生懸命

やりきること・まだ入試に向かっている仲間が

いることを忘れない。



＜群馬県＞

①全日制課程選抜
・学力検査（国数英社理）

・インタビューシートをもとにした面接（個人or集団）

・実技検査 等

②定時制課程選抜
・全日制課程と同日に、面接及び作文を実施。

・学力検査（国数英）を実施する学校もあり。

③追検査

④再募集（実施しないこともある）

Ⅲ 公立高校



＜群馬県＞

◆全日制課程選抜
試験日：令和7年２月２0日（木）、２1日（金）

◇１回の受検の結果で、合格の基準を変えて合否判定。

◇合格させていく順は各学校が定めている。（公表済）

（例）Ａ高校：総合型（学力検査重視）⇒特色型（３年間の活動重視）

Ｂ高校：特色型（３年間の活動重視）⇒総合型（学力検査重視）

◇受検者は出願時に「総合型」か「特色型」を選択することはできない！

Ⅲ 公立高校



＜群馬県＞

出願方法（今年から全て電子申請）
①ぐんま電子申請受付システム（G-smart）を利用して志願者情報

を登録・受検料を納付

②インタビューシートをgoogleドキュメントで作成し、pdf化して

①にアップロードする。

③志願者の顔写真アップロード

※具体的な方法については、追って連絡します。

◇志願先変更は２回。電子申請で行う
◇合格発表 Gsmartにて合否照会
・受検者…３月５日(水)は出席停止扱い。
◇携帯品
・携帯電話・スマホの持ち込み厳禁。
・腕時計は音が鳴る設定を解除しておくこと。

Ⅲ 公立高校



＜埼玉県＞

①一般募集
・学力検査（国数社理英）

・実技検査や面接を実施する学校もあり。

②追検査
・体調不良等やむをえない事情で

一般募集の「学力検査」を受検できなかった者。

・学力検査（国数社理英）、実技検査・面接なし

③欠員補充

Ⅲ 公立高校



＜埼玉県＞

Ⅲ 公立高校

隣接県協定による入学者制限あり

埼玉県：募集定員の１０％以内

対象学区・地域：熊谷市、行田市、加須市、羽生市、

鴻巣市のうち旧川里町の地域、

深谷市、寄居町

（館林の中学生はこの地域しか受験できない）



＜埼玉県＞

◆一般募集
試験日：令和7年２月２6日（水）学力検査

２7日（木）実技検査・面接 ※実施校のみ

出願方法：埼玉県の電子出願システムで出願する。

受検料は電子システム入力後に、クレジットor

コンビニ等で決済。
（※）詳細は進路通信で追って連絡いたします。

◇合格発表は３月６日（木） ９：００～ＷＥＢ発表
※高校での発表はありません。

Ⅲ 公立高校



埼玉県の入試のＨＰに

左のリーフレットが

あります。

ご確認ください。



＜栃木県＞

①特色選抜
・面接、作文or小論文、学校独自検査

②一般選抜
・学力検査（国社数理英）

・面接や実技検査を実施する学校もあり。

Ⅲ 公立高校



＜栃木県＞

Ⅲ 公立高校

隣接県協定による入学者制限あり

栃木県：募集定員の１０％以内

対象学区・地域：足利市、栃木市、佐野市、小山市、

下野市、上三川町、壬生町、野木町

（館林の中学生はこの地域しか受験できない）



＜栃木県＞

①特色選抜
試験日：令和7年２月６日（木）・７日（金）

提出書類：①願書（志願者の直筆）

②受検料２，２００円分の栃木県証紙

③特色選抜志願理由書 ※志願者自筆

募集人員：定員の１０～３０％程度

合格（内定者）発表は２月１３日（木）・中学校で発表します

手続きは、一般選抜の手続きと同じ ３月１２日（水）

Ⅲ 公立高校（※）



＜栃木県＞

②一般選抜
試験日：令和７年３月６日（木）

提出書類：①願書

②受検料２，２００円分の栃木県証紙

※特色選抜不合格者は再納付なし

募集人員：定員の７０～９０％程度

合格発表は３月１２日（水）※卒業式前日

受検校にて発表＆手続き

Ⅲ 公立高校



＜公立高校受検は同県受検を考える＞

群馬受検者
栃木一般受検×
埼玉受検×

栃木特色・
一般選抜
受検者

群馬受検×
埼玉受検×

埼玉受検者
群馬受検×
栃木一般受検×

「隣接県協定」において、志願した県以外の、
他県の公立高校を受検しない誓約がある。
志願先変更も、同県内でしかできません。

公立高校入試の流れ



◆氏名は、住民票に記載されている文字を使用。
（例えば…高，濵，崎，など）

ただし、電子システムで入力できない場合は、簡単な字も可能

◆現住所は住民票に記載されている通り正確に！！！
松原一丁目１番１号 とか １２３４番地の５ 漢数字・算用数字
本町二丁目２番２号

（例）×館林市加法師町8-20 ×館林市加法師町8の20
◎群馬県館林市加法師町8番20号

Ⅲ 出願時の注意

◇本日配った緑色のファイルに、
中学校に登録されている個人情報のシールが
貼られています。確認して、正式なものと異なる
場合は、必ず担任に連絡をお願いします。



＜注意事項＞
◆願書と志願理由書等の氏名は同じ字体で

◆願書等の訂正は手書の場合、二本線に訂正印。
修正液は×

・認印は、朱肉タイプ。インク浸透式のタイプは不可。

Ⅲ 出願時の注意



◆願書にのせる写真について

一部の私立高校→各家庭で撮影をお願いします。
（電子申請・出願時にアップロード）

群馬公立・埼玉公立
→学校で撮影し、一括でアップロードします。

栃木公立

→証明写真を必要枚数入手し、学校へ提出
してください

Ⅲ 出願時の注意



◆３学期はじめ
群馬・埼玉 志願情報個人票配布 → 記入 → 担任が確認 →

ネット出願 → 印刷 → 提出日まで保管
栃木 願書配布 → 下書き → 担任が確認 →

清書 → 提出日まで保管

◆学校提出日 ※期日厳守！
①願書・②県証紙と写真(栃木のみ・願書に貼らない)

③インタビューシート(群馬)・④志願理由書(栃木特色)を
担任に提出 ※受検料は校種や県によって変わります。

（フレックス、定時制：950円）

栃木県証紙は各自で購入をお願いします。

◆出願日

出願 → 学校確認後、受検票は家庭保管

Ⅲ 出願時の注意



※栃木県証紙と栃木県収入証紙はどちらも使用できます。
※購入するときは、

収入印紙と間違えないようにしてください。

※栃木県内のファミリーマートやローソン等で購入できますが
事前に連絡をした方が無難です。

＜栃木県・県証紙[収入証紙]の確認＞

Ⅲ 公立出願の方法



専門学校・就職
＜専門学校＞

＜就職＞

○就職を希望する場合には、11月上旬までに

職種についての考えをまとめることが望ましい。

○縁故関係の就職でも必ず職業安定所を通す必要

がある。

中学卒業後、「専門学校」または「就職」をめざす

場合は、早めに担任に連絡をお願いします。



＜三者面談＞

１１月の三者面談
日程：１０月３０日（水）～１１月８日（金）
対象：全生徒・保護者

➢第１～4回復習確認テストの結果の推移や
この時点での3年間の通知表の成績等を資料として

志望校の決定（特に私立は最終決定）
と具体的な進路計画の確認をする。

Ⅳ 望ましい進路実現に向けて



第一志望は
公立？私立？

公立第一志望なら
私立学特試験を受験

私立第一志望なら
推薦単願を受験

公立第一志望だけど
私立学特が一つも
受からなかった…

①

②

③
栃木公立志望者は
特色選抜を受ける？
受けない？ 公立受検者

最終目標！！！④

＜入試計画書＞ １０月２４日締切

Ⅳ 望ましい進路実現に向けて



＜入試カレンダー＞

Ⅳ 望ましい進路実現に向けて



＜お願い＞

◆学校外における活動等の申告をお願いいたします。

対象：継続的な活動及び個⼈参加の⼤会等における優れた成績等

➢⻘少年教育活動：市教委等主催の活動、ボランティア活動

➢⾃然体験活動：育成会主催の活動、

ボーイスカウト、ガールスカウト

➢その他の教育的活動：スポーツ少年団、スポーツクラブ、

武道、⾳楽・書道教室、検定、資格
・「クラブチーム等実績報告書」の提出（三者面談まで）
・賞状・合格証等はコピーの準備をお願いいたします。

Ⅳ 望ましい進路実現に向けて



＜一人一人の特性を生かした進路選択をするために＞

高校合格はあくまで通過点
高校３年間やその先の人生を見据えて、
本人の特性や希望に沿った進路選択をする。

生徒本人の希望と保護者の願いをお互いに聞き、
納得のいくまでしっかりと話し合いをして、
三者面談を迎えてほしいです。

Ⅳ 望ましい進路実現に向けて



ご清聴ありがとう
ございました

館林市立第二中学校

進路指導部


